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巻

頭

の

辞

田
中
茂
樹
先
生
と
松
岡
博
先
生
は
、
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
め
で
た
く
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
大
阪
大
学
大
学
院
法
学

研
究
科
教
授
を
ご
退
官
に
な
り
ま
し
た
。
二
先
生
の
業
績
を
讃
え
、
深
い
感
謝
と
惜
別
の
念
を
こ
め
て
、
こ
こ
に
阪
大
法
学
特
集
号
を

刊
行
し
、
二
先
生
に
捧
げ
ま
す
。

田
中
茂
樹
先
生
は
、
昭
和
四
十
二
年
三
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
後
、
周
年
四
月
高
知
大
学
教
育
学
部
講
師

に
任
官
、
そ
の
後
昭
和
四
十
九
年
三
月
神
戸
大
学
教
育
学
部
助
教
授
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
関
西
学
院
大
学
法
学
部
助
教
授
、
同
教
授

を
経
て
昭
和
五
十
九
年
三
月
大
阪
大
学
法
学
部
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
研
究
分
野
は
比
較
法
文
化
論
、
法
社
会
学
、
法
哲
学
、
法
思
想
史
と
幅
広
い
分
野
に
わ
た
り
、
と
り
わ
け
、
比
較
法
文
化
論

に
お
い
て
は
長
年
全
国
で
唯
一
の
比
較
法
文
化
論
講
座
担
当
教
授
と
し
て
多
く
の
業
績
を
あ
げ
、
学
界
を
リ
ー
ド
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

比
較
法
文
化
論
は
、
法
制
度
・
法
規
範
を
動
か
す
法
慣
行
・
法
意
識
・
法
行
動
を
文
化
人
類
学
的
・
社
会
史
的
に
考
察
す
る
こ
と
で
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
し
て
の
法
の
現
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
先
生
は
当
該
領
域
に
お
い
て
は
一
面
的
な
文
化
比
較
に
留
ま

る
研
究
が
多
い
中
、
共
時
的
比
較
の
み
な
ら
ず
通
時
的
比
較
を
行
い
つ
つ
、
法
の
発
生
形
態
や
法
の
特
性
を
社
会
・
経
済
・
思
想
と
の

関
係
か
ら
総
合
的
か
っ
学
際
的
に
考
察
さ
れ
、
そ
の
見
解
は
比
較
法
文
化
論
や
法
社
会
学
を
は
じ
め
学
界
に
お
い
て
高
い
評
価
を
受
け
、

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
行
政
面
で
は
、
学
内
で
は
図
書
館
委
員
会
委
員
等
種
々
の
委
員
を
歴
任
し
、
学
外
で
は
法
哲
学
会
理
事
、
法
社
会
学
会
理
事
を

長
年
に
わ
た
っ
て
務
め
ら
れ
、
文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
と
し
て
学
界
の
発
展
に
多
大
な
寄
与
を
さ
れ
ま
し
た
。



研
究
は
外
国
の
学
説
の
無
批
判
な
賛
美
・
受
容
で
は
な
く
、
真
執
事
な
対
話
か
ら
成
り
立
つ
と
い
う
先
生
の
研
究
態
度
は
基
礎
法
学
を

研
究
す
る
若
手
・
中
堅
研
究
者
の
模
範
と
な
り
、
自
ら
の
研
究
成
果
を
講
義
・
演
習
に
反
映
さ
せ
学
生
に
対
す
る
教
育
に
多
大
な
情
熱

を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
・
教
育
に
対
す
る
情
熱
が
大
阪
大
学
に
お
け
る
比
較
法
文
化
論
の
定
着
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。松

岡
博
先
生
は
、
昭
和
四
十
二
年
四
月
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
退
学
後
、
同
年
五
月
大
阪
大
学
法
学
部
助
手
に
任

官
、
同
助
教
授
を
経
て
同
五
十
六
年
十
二
月
同
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
の
研
究
活
動
は
国
際
私
法
、
国
際
取
引
法
お
よ
び
国
際
民
事
訴
訟
法
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
、
な
か
で
も
国
際
私
法
に
関
す
る

研
究
で
は
、
基
礎
理
論
お
よ
び
総
論
・
各
論
に
ま
た
が
る
主
要
な
解
釈
論
に
つ
い
て
学
界
に
対
し
て
重
要
な
貢
献
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
殊
に
、
国
際
私
法
に
お
け
る
政
策
考
慮
論
で
は
、
伝
統
的
学
説
は
一
般
的
に
準
拠
法
の
決
定
に
お
い
て
単
一
の
連
結
点
を
重
視

し
、
政
策
考
慮
を
副
次
的
な
も
の
と
考
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
抵
触
法
理
論
の
研
究
に
立
脚
し
つ
つ
、
法
選

択
に
お
け
る
妥
当
な
解
決
と
は
、
事
件
に
関
連
を
有
す
る
当
事
者
と
国
の
利
益
を
最
も
よ
く
保
護
し
、
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
法
を

適
用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
し
て
、
準
拠
法
の
決
定
に
お
い
て
、
事
件
と
関
連
し
て
い
る
国
の
実
質
法
の
内
容
と
法
目
的
を
積
極
的
に
考

慮
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
動
向
と
相
ま
っ
て
、
日
本
の
学
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ら
れ

ま
し
た
。

学
内
行
政
で
は
評
議
員
、
学
生
部
長
、
法
学
部
長
の
要
職
に
就
か
れ
、
平
成
六
年
六
月
か
ら
は
四
年
間
副
学
長
に
就
任
し
、
大
学
行

政
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
、
大
阪
大
学
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
が
大
阪
大
学
お
よ
び
法
学
部
に
記
さ
れ
た
足
跡
は
剖
目
す

べ
き
も
の
で
、

一
言
で
は
言
い
表
せ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。



学
外
に
お
い
て
は
大
阪
家
庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
、
大
阪
地
方
労
働
委
員
会
公
益
委
員
、
法
務
省
可
法
試
験
考
査
委
員
、
法
務
省

法
制
審
議
会
委
員
、
中
央
労
働
委
員
会
地
方
調
整
委
員
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
社
会
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
学
生
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
「
知
の
道
場
」
と
位
置
づ
け
、
高
遁
な
識
見
と
真
撃
な
学
究
態
度
を
持
っ
て
学
生

の
指
導
に
心
血
を
注
が
れ
、
有
意
な
人
材
を
社
会
の
多
方
面
に
送
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
温
厚
誠
実
な
お
人
柄
と
学
生
愛
ゆ
え
に
学
生
の

敬
愛
を
集
め
ら
れ
、
良
き
教
師
の
模
範
で
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
紙
面
で
す
が
、
二
先
生
の
業
績
を
讃
え
、
お
人
柄
を
語
り
、
我
々
の
深
い
感
謝
と
惜
別
の
念
を
表
し
、
巻
頭
の
辞
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

二
先
生
が
こ
れ
か
ら
も
益
々
ご
壮
健
に
て
、
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
十
月

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長

大
阪
大
学
法
学
部
長

多

胡

圭


